


遊びと勉強の両立で、資格も取って、友達も作る。 

それが、会計学研究会です。 

また、会計の理論面などは、他ではナカナカ勉強できないよう

なこともやっています。 



他大学との交流 
論文大会や、論文交換を通した、全12大学との交流の輪が有ります。 
同志社大学、立命館大学、関西学院大学、愛知大学、名古屋商科大学、広島大学、広

島修道大学、近畿大学、福岡大学、北九州市立大学、大阪経済大学、大阪商業大学、 

みんな仲良し 

ビミョさんがいる 
ビミョさん、それは会計学研究会のマスコットキャラであり、アイドルであり、俺が

書いたラクガキである。 
ソロバンを持っているのは何故なんだとか、難しいこと聞かないでくれ。特に意味はな

いから。 

伝統に裏打ちされた45年の歴史 
この部活は、以外にも45年も続いています。 

ですが、伝統というプレッシャーに負けずに元気ハツラツに過ごしてい

ます。 

あなたも、この伝統ある会計学研究会の一員になりませんか。 

  

実質的公認キャラクター『ビミョさん』 

住所：財務諸表区株主資本等変動計算書町利益準備金 

性別：不詳 好物：漬物 

所属：会計研 

分類：両生類（自称 爬虫類） 

中京大学会計学研究会 
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【伊勢うどんの作り方】 
 

酒とみりんを合わせて煮きります。 

火を切った後、花鰹と水で濡らした昆布を入れる。 

鍋に、たまり醤油と濃い口醤油、砂糖入れて煮る。 

火を切って蓋をして30分以上置く。←試食会の時に、ココをサボったら不味くなった。 

伊勢から取り寄せたうどんを茹で、テキトーにかけます。 

おいしいです。 

 

たくさん売れて、儲かって、楽しかったです。 
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花見 
公園で桜を観ながらドンチャン騒ぎします。 

去年はあいにくの雨が降り、屋内で行いましたが、スゴく楽し

かったです。 

ほら、黒板に桜が咲いている。 

春の論文大会 
論文を書いて、事前に交換し、部員の中から1人が代表して

発表します。 

緊張しますが、色んな考えと出会えて、勉強になります。 

ボーリング 
毎年、BBQをやるのが恒例(“伝統”とか、下らないことを

先輩達は言ってるけど)になっていて、みんなでワイワイ

やっています。 

今年は場所取りが上手く行かなかったので、ボーリングに

なりました。 

OB会 
２年に一度、会計学研究会の卒業生が集まる会です。 

わかりやすくいうと同窓会ですね。 

ＯＢ会をセッティングするのは現役の子です…（笑） 

大掃除 
いらないものを捨てまくり、部室をきれいにしました。 

寒いわ水は冷たいわ外は暗くなるわでしんどかったです。 

今年はもっと楽だと思います。  



ボキサゴン 
ムービーを作って発表会に出しました。 

台本作り､撮影､編集と、大変だったけど楽しかっ

た。 

ちなみに、そのムービーは、このサイトで公開して

ます。→   http://club.chukyo-u.ac.jp/~acc/ 

西日 
年に一度、２日にかけて行われる討論会です。約１０校の

大学が参加するので規模が大きいです。 

レベルの高い討論が聞けるのでかなり勉強になります!!  

愛ブロ(秋) 

クリスマス 
忘年会？とくっつけて行われました。 

プレゼント交換をします、というかそれだけです。 

真面目なものからウケ狙いまで色々。  

やきいも 
突発的に「ヤキイモをやりたい」っと思ったので、次の日

にはやってました。 

こんなものを部活の活動に載せるのは､､､まぁいいか。 

とりあえず、「やりたいと思ったことを持ち込めば何でも

出来る！」って感じです。 
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日商簿記対策を通した技術指導。 
三年生が、簿記技術を懇切丁寧に個別指導。部員一人一人に合わせた進度

とやり方で進めます。初学習･演習から直前対策まで、すべてを部活内のみ

でまかなうことも、資格対策講座や専門学校と両立することも可能です。 

仲間がいるから、力になる。 

どんな勉強にも、悩みや戸惑いはつきもの。そんなときに、共に悩み、共

に励ましあえる仲間がいれば、それだけで力になるものです。 

また、日商簿記受験経験のある先輩に相談すれば、きっと良いアドバイス

が得られますよ。 

2009年度は、完全合格を達成。更なるStepへ。 
会計学研究会の2009年度日商簿記合格率は、100％。 

合格の歓びへ向けて、一緒に駆け抜けて行きませんか。 

日商簿記取得後、更なるレベルを目指してゆくことも、お望み次第。 

部内には、税理士や公認会計士を志しているメンバーもいます。専門学校

と両立してる人もいます。一緒に明るい未来へと進んで行きませんか。 



答えのない世界へ。 
会計学に、答えはありません。 

どんな主張を唱えようと、どんな主義を打ち立てようと、自分なりの理論で他人に説

明することさえできれば、それがあなたなりの「正解」です。 

あなたには、あなたにしか描けない正解がきっとあるはず。それを一緒に探しに行き

ませんか。 

簿記技術が、すぐに生かせる環境。 
勉強したことが、そのまますぐに何かに生かせるのだとしたら、励みになるとは思い

ませんか。 

会計学研究会では、簿記で身につけたことが論文研究ですぐに生かせるから、簿記の

勉強にも身が入ります。 

また、簿記で身に付けた技術を、理論の側面から補強出来るので、簿記の理解もより

深まることでしょう。 

自分の成果は、大会で発揮。 
自分の研究成果は年三回の論文大会で発表出来ます。(部員の中で代表一人が発表) 
他大学の人と論戦を交える中で、きっと、あなたの理論はより確信に満ちた、深いも

のへと昇華されてゆくことでしょう。 

 論文大会で発表した思い出は、きっと一生の宝物になることでしょう。 





どんな部活？ 

一言で言うと、「ゆる～い部活」です。論文研究や資格取得へ向けた勉強も、もちろんして

いますが、それいがいにも「また～り」しながら色んな行事をこなしています。 

活動は、どこで？ 

42H教室でしています。部室もあるのですが、遠くてめんどいので。 

いつ、活動してるの？ 

一応、月～金までと、イベント事は土日もって感じですが、ま、来たい日にテキトーにフラ

～っと来るかんじで、毎日来る人もいれば、めったに来ない人もいればです。 

どんな活動？ 

月曜・金曜は日商簿記の日。二・三年生が一年生に簿記を 教えています。火曜日は論文研

究。二・三年生を中心に、論文を書いてきて、それをみんなで読み込み、「あーでもない」

「こーでもない」ってやってます。木 曜日は、部会。部の方針や、行事について話し合い

ます。その他にも、毎日のように「グダグダな会!?」を開催したり、論文大会に出たり、行

事を催したりで す。 

顧問の先生は？ 

吉田康英先生です。経営学部長で、少し前まで公認会計士の試験委員もされていました。 

人数は？ 

10人しかいません（増えると良いなぁ）。経営学部生が多いですが、経済・総合政策・国際

教養学部などの学生もいます。 

掛け持ちはOKですか？ 

サークルとの掛け持ちなら全然OKです。現に掛け持ちしてる人たちもいます。大学公認の

部活動を複数掛け持つことは出来ない決まりですので、部活との掛け持ちは出来ません 

中京大学会計学研究会 

http://club.chukyo-u.ac.jp/~acc/ 
chukyo.acc@gmail.com 

この冊子を読んでくれて、本当にありがとう。 

「少しでも興味を持った」「どんな部活なんだろう」等､ 

どんな理由でも構いません。 

ゼヒ遊びに来てください。待ってま～す。 



中京大学会計学研究会 
chukyo.acc@gmail.com 
http://club.chukyo-u.ac.jp/~acc/ 
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